　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別添）
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」チェックリスト
· 特定の活動が「研究」に該当するか否かについては、一義的には当該活動を実施する機関の責任で判断するものだが、千葉県公衆衛生学会における判断の目安として、チェックリストを作成した。
· 複数の調査を組み合わせている演題の場合、それぞれの調査ごとにチェックすること。☐No
☐指　針　対　象　外


（１）

	Q1
	人（試料・情報を含む）が対象（事業者に対する事業内容に関する調査は「人」が対象ではない）　[指針第１章第２(１)]


☐Yes

☐Yes
（２）

	Q2
	一般に入手可能な試料・情報のみを用いる　[指針第１章第３ １ウ①]


☐No

☐Yes
（３）

	Q3
	個人に関する情報に該当しない既存の情報のみを用いる（無記名アンケートは「個人に関する情報」に該当するのでQ4へ）　[指針第１章第３ １ウ②]


☐No

（４）

	Q4
	＜医療機関演題＞診療録を見直すなどして検討したもの（「研究」ではなく、「医療」の一環とみなされるもの）　[ガイダンス第２(１)の8]☐Yes



☐No

☐Yes
☐指　針　対　象


（５）

	Q5
	法令の定める業務の範囲を超えて、当該法令業務を通じて得られたサンプル・データ等を利用する　[ガイダンス第２(１)の9]


☐No

☐Yes
（６）

	Q6
	保健事業により得られた人の健康に関する情報や検体を用いて、国民の健康の保持増進等に資する知識を得ることを目的として実施される活動（コントロール群を設定する研究等）[ガイダンス第２(１)の10]


☐No

☐No
☐Yes
（７）

	Q7
	当該機関の本来業務（委託事業を含む）に関する報告（医療機関からのいわゆる症例報告や、業務改善のための調査等）[ガイダンス第２(1)の8、同10]



	☐指針対象外（８）




